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団
地
内
の
野
草

田
島
康
弘
（
３
ー
１
０
１
）

キ
セ
ル
ア
ザ
ミ
（
煙
管
薊
）

別
名

マ
ア
ザ
ミ
（
真
薊
）

月
に
３
号
棟
の
前
で
１
本
、
１
号
棟

12
の
西
側
の
生
垣
の
間
の
通
り
道
に
１
本
、

偶
然
見
つ
け
ま
し
た
。
全
体
が
小
さ
く
、

茎
も
細
い
の
で
注
意
し
て
見
な
い
と
見
落

と
し
ま
す
が
、
紫
の
花
が
や
や
目
立
ち
珍

し
く
思
い
ま
し
た
。

花
が
横
向
き
か
ら
下
向
き
に
咲
く
の
で

キ
セ
ル
ア
ザ
ミ
の
名
が
つ
い
た
よ
う
で

す
。花

期
は
９
～

月
で
す
が
、

月
に
咲

10

12

い
て
い
る
の
は
暖
冬
の
せ
い
で
し
ょ
う

か
。ま

た
、
こ
の
写
真
で
は
高
さ
が

㎝
ほ

20

ど
で
す
が
、
本
来
は
湿
地
帯
を
好
み
、
も

っ
と
大
き
く
な
る
よ
う
で
す
。
な
ぜ
こ
こ

に
芽
を
出
し
た
の
か
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。

１月行事予定 詳細はＬＬかもいけ130号に

８日(水) ◎鴨池小学校 始業式

◎鴨池中学校 始業式

９日(木) ◎火災予防の日（毎月９日）

１１日(土) ◎鴨池小学校 土曜授業

◎鴨池中学校 土曜授業

◎鴨カムサタデー

・鴨カムお結び 鴨池校区公民館前松林

12：00～13：30（提供完了次第終了）

料金：18歳以上/300円、18歳未満/200円、未就学児/無料

１２日(日) ◎かもいけ新春走り初め大会

コース区分：小学生 A(小３以下)、小学生 B(小４以上)、中学生以上（高校生、大人を含む）
受付：9：30～ 開会式：10：00 県庁南側緑地：スタート・ゴール地点、事務局

１５日(水) ◎鴨池小学校ＰＴＡ・鴨コミュ合同リサイクル活動

１６日(木) ◎頭いきいき！音読塾 ※申込みは「体幹トレーニング」同じ

鴨池生協クリニック３階集会室 14：00～15：30

１７日(金) ◎第９回プティエコール「かもいけみらいの森-施設見学」
10：00～ かもいけみらいの森：鴨池１丁目64-6
現地集合・現地解散（校区公民館から乗り合わせ可能）

料金無料、定員：15名、申込み:：16日午前中まで

１９日(日) ◎かもいけワールドフェス 県庁前広場 10:00~
・マグロ解体ショー（TUNA Cutting Show & free provided） 解体後、振舞いあり（整理券を発行）

・サカキマンゴー LIVE！（African music live from Kagoshima）
・Spinワールド DJ！（Let's Dance with World Music）
・各種のキッチンカーや出店もあります

２６日(日) ◎市政出前トーク「避難所運営マニュアルの解説」10：00～12：00 真砂福祉館

２９日(水) ◎鴨かもサロン（体幹トレーニングの簡易版）※申込みは「体幹トレーニング」同じ

鴨池生協クリニック⒈階フロア 10：00～11：20 参加費：100円

スマホ相談会（無料）
場所：校区公民館１階及び公民館前松林

要予約(その週の月曜日午前中までコミュ協に)

８日(水)
}10：00～12：00

２２日(水)

予約不要

１１日(土)12：00～13：30（鴨カムサタデー内）

体幹トレーニング
６日(月)11：00～12：00

}鴨池生協クリニック５階 参加費：500円
２７日(月)11：00～12：00
申込み：鹿児島医療生協 健康まちづくり部 片平のぞみさん ☎080-2739-3578、099-260-3532)

※問い合わせ・申込み等
鴨池校区コミュニティ協議会事務局

☎099-285-1522
月～金(祝日休み)9：00～12：00

３サンハイツせけんばな紙
第 ３８ 号 令和７年１月１日

編集責任者
田島康弘( 3-101)

作成責任者
渡邉芳憲( 9-503)

編集委員
小松清明(10-501)
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ば
ら
幼
稚
園
校
が
あ
り
ま
す
。

以
上
が
、
チ
ア
ダ
ン
ス
の
基
礎
的
な
部
分
を
学

ぶ
ス
ク
ー
ル
と
な
り
ま
す
幼
稚
園
児
、
小
中
学

生
、
高
校
生
が
対
象
で
す
。
総
勢
約
２
０
０
名
と

■
は
じ
め
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「
鹿
児
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
の
チ
ア
ダ
ン
ス
の
こ
と
は
、
以

谷
山
校
（
当
時
は
「
イ
オ
ン
」
で
実
施
。
現
在
は
「
オ

前
か
ら
知
っ
て
は
い
ま
し
た
。
鴨
池
校
区
の
さ
ま
ざ
ま
な

ロ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル｣

）
で
チ
ア
ダ
ン
ス
活
動
が
始
ま
っ
て

行
事
、
例
え
ば
、
本
町
公
園
で
の
「
夏
ま
つ
り
」
や
「
か

か
ら
約

年
と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
高
校
を
卒
業
し
て

15

も
な
か
祭
り
（
鴨
池
中
学
校
で
行
な
わ
れ
る
鴨
中
生
の
自

も
、
不
思
議
と
や
め
よ
う
と
す
る
子
供
た
ち
は
少
な
い
そ

主
性
を
育
む
、
父
兄
や
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
文
化
祭

う
で
す
。

的
な
行
事)

」
な
ど
で
見
て
い
ま
し
た
し
、
真
砂
通
り
（
鹿

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ア
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
で
学
ぶ

児
島
市
営
バ
ス

番
線
が
通
る
、
鹿
児
島
銀
行
真
砂
支
店

う
ち
に
、
各
種
大
会
で
自
分
た
ち
の
力
を
試
し
た
い
と
い

11

が
あ
る
通
り
）
に
か
つ
て
「
わ
こ
ろ
亭
」
と
い
う
居
酒
屋

う
意
欲
が
自
発
的
に
芽
生
え
て
き
た
そ
う
で
す
。そ
こ
で
、

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
の
帰
り
道
に
「
鹿
児
島
Ｙ

そ
の
子
供
た
ち
を
対
象
に
し
た
「
Ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｃ
（
マ
ジ
ッ

Ｍ
Ｃ
Ａ
」
の
ス
タ
ジ
オ
が
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ク)
｣

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
Ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｃ
は
、
目
標

読
者
の
方
か
ら
以
前
『

｢

鹿
児
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
に
つ
い

な
ど
に
よ
っ
て
６
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
勢

て
、
書
い
て
く
れ
』
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

名
で
す
。

50

今
回
、
前
出
の
ス
タ
ジ
オ
を
訪
れ
、
代
表
の
「
新
内
（
シ

こ
の
「
Ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｃ
」
の
中
の
「
Ｆ
ａ
ｉ
ｔ
ｈ
（
フ
ェ

ン
ナ
イ
）
博
之
」
さ
ん
と
奥
さ
ん
の
「
新
内
容
子
」
さ
ん

イ
ス
）

｣

が
２
０
２
３
年
４
月
、
ア
メ
リ
カ
で
行
な
わ
れ

の
お
二
人
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
「
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
ｓ
２
０
２
３
（
ザ

■
鹿
児
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
チ
ア
ダ
ン
ス
活
動
に
つ
い
て

ダ
ン
ス
ワ
ー
ル
ズ
２
０
２
３
）」
で

準
優
勝
し
ま
し
た
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
世
界
１
２
０
カ
国
と
地
域
に
、
６
５
０

こ
の
ほ
か
に
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
を
応
援
す
る

０
万
人
の
会
員
が
い
て
、
奉
仕
活
動
や
青
少
年
育
成
を
行

「
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
チ
ア
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
」

な
う
国
際
社
会
教
育
団
体
で
す
が
、「
鹿
児
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

名
の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。

30

も
同
様
に
活
動
し
て
お
り
、
社
会
貢
献
活
動
と
と
も
に
、

ち
な
み
に
、
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
（
以
下
、「
Ｕ

チ
ア
ダ
ン
ス
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｃ
」
と
略
記
）
が
ら
み
で
言
う
と
、
Ｕ
Ｆ
Ｃ
に
は
、｢

ネ

「
鹿
児
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」

(

正
式
名
称
：
一
般
財
団
法
人

イ
ビ
ー
ス
タ
ー
ズ
」
と
い
う
チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が
あ
り

鹿
児
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
の
活
動
方
針
に
も
、｢

チ
ア
ダ
ン
ス

ま
す
が
、
こ
の
チ
ー
ム
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｃ
の
公
式
な
チ
ア
ダ
ン

活
動
を
拡
充
す
る
。

｣

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

ス
チ
ー
ム(

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
チ
ア
リ
ー
ダ
ー)

で
す
。
鹿
児

「
鹿
児
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
で
は
、
６
地
区
で
チ
ア
ダ
ン
ス

島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
こ
の
チ
ー
ム
の
育
成
を
委
託
さ
れ
て
い

ス
ク
ー
ル
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
市
内
で
５
校
、

る
そ
う
で
す
。

内
訳
は
、
真
砂
校
、
松
元
校
、
吉
野
校
、
上
荒
田
校
、
谷

■
お
わ
り
に

山
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
霧
島
市
で
１
校
（
霧
島

次
回
は
、
チ
ア
ダ
ン
ス
の
活
動
の
残
り
の
部
分
と
、
Ｙ

校
）
で
す
。
こ
の
６
校
が
月
～
金
曜
日
各
１
日
づ
つ
練
習

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
全
般
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
伊
集
院
幼
稚
園
校
、
こ
ま
つ

鹿
児
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
こ
と(

１)

渡
邉
芳
憲
（
９-

５
０
３
）

おはら祭での鹿児島ＹＭＣＡ

かもなか祭に参加した鹿児島ＹＭＣＡ


